
あ
ろ
う
。

一
〇

緊
急
発
掘
調
査
さ
れ
た
古
墳

野
添
遺
跡

県
道
大
久
保
犀
川
線
道
路
改
良
工
事
に
よ
っ
て
平
成

八
・
九
年
度
に
発
見
・
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
町

南
部
の
鉄
甲
帽
山
か
ら
派
生
す
る
小
支
丘
上
に
位
置
し
、
最
高
所
の
標
高

は
五
五
㍍
を
測
る
。
四
基
の
古
墳
な
ど
が
調
査
さ
れ
た
。

一
号
墳

墳

丘

南
半
分
が
破
壊
さ
れ
て
い
た
が
、
直
径
あ
る
い
は
一
辺

長
八
㍍
の
円
（
方
）
墳
に
復
元
で
き
る
。
盛
土
は
〇
・
五
㍍
ほ
ど
に
過
ぎ

な
い
。

主

体

部

中
央
部
に
厚
さ
二
〇
�
ほ
ど
の
扁
平
な
石
材
を
長
辺
に

左
右
五
個
並
べ
、
頭
位
の
小
口
に
は
板
石
を
立
て
据
え
、
足
位
の
小
口
に

は
木
板
を
立
て
た
よ
う
な
痕
跡
が
あ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
の
高
さ
で
は
遺
体

を
埋
葬
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
半
円
形
に
近
い
木
蓋
で
覆
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
特
殊
な
木
棺
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
周
溝
か
ら
畿
内
系
の
直
口

壷
が
出
土
し
た
が
、
主
体
部
内
は
無
遺
物
で
あ
る
。

二
号
墳

墳

丘

一
号
墳
の
南
西
、
三
号
墳
の
裾
に
あ
る
。
周
溝
は
西
側

を
コ
字
形
に
巡
る
が
、
そ
の
内
側
長
は
六
㍍
に
過
ぎ
な
い
。
一
号
墳
の
の

る
尾
根
線
上
に
位
置
す
る
南
側
は
幅
五
㍍
ほ
ど
の
幅
広
い
も
の
と
な
り
、

こ
こ
か
ら
土
器
や
砥
石
が
出
土
し
た
。
主
体
部
は
コ
字
形
周
溝
の
中
央
付

近
に
箱
式
石
棺
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
足
位
（
南
側
）
に
斜
交
し
て
石
蓋
土

壙
墓
が
置
か
れ
て
い
た
。
盛
土
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。

主

体

部

箱
式
石
棺
は
長
さ
一
・
八
㍍
、
幅
〇
・
二
〜
〇
・
四

㍍
、
高
さ
〇
・
二
㍍
の
規
模
を
も
ち
、
頭
部
に
は
粘
土
を
用
い
た
枕
が
設

置
さ
れ
て
い
た
。
石
蓋
土
壙
墓
は
素
掘
り
の
穴
（
土
壙
墓
）
を
石
で
覆
っ

た
も
の
で
、
長
さ
一
・
二
㍍
、
幅
〇
・
三
㍍
弱
、
高
さ
〇
・
一
㍍
ほ
ど
の

規
模
で
あ
る
。
両
者
と
も
に
内
部
に
副
葬
遺
物
は
な
か
っ
た
。

三
号
墳

墳

丘

最
高
所
に
位
置
し
、
こ
の
古
墳
群
の
盟
主
墳
で
あ
る
。

部
分
的
な
調
査
で
あ
る
が
、
一
辺
長
一
二
㍍
ほ
ど
の
方
形
に
近
い
形
状
と

な
る
よ
う
で
、
傾
斜
の
急
な
斜
面
の
一
部
を
除
い
て
幅
二
・
五
㍍
の
周
溝

を
巡
ら
せ
る
。
盛
土
は
〇
・
五
㍍
ほ
ど
で
あ
る
。
主
体
部
は
木
棺
と
箱
式

石
棺
各
一
基
で
、
周
溝
内
で
も
箱
式
石
棺
一
基
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
墳

丘
裾
付
近
か
ら
土
師
器
壷
が
出
土
し
て
い
る
。

主

体

部

木
棺
は
中
央
部
に
置
か
れ
、
長
さ
二
・
八
㍍
、
幅
〇
・

八
㍍
、
高
さ
〇
・
四
㍍
の
箱
形
と
推
測
さ
れ
、
粘
土
で
目
張
り
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
棺
内
の
足
下
付
近
か
ら
�
が
出
土
し
て
い
る
。
箱
式
石

棺
は
や
や
脇
に
あ
っ
て
、
木
棺
と
は
主
軸
が
ず
れ
て
い
る
。
長
さ
二
㍍
、

幅
〇
・
四
㍍
、
高
さ
〇
・
三
㍍
の
規
模
で
、
や
は
り
頭
部
に
粘
土
で
造
っ

た
枕
が
置
か
れ
て
い
て
、
そ
の
脇
に
鉄
斧
が
あ
っ
た
。
棺
内
か
ら
歯
と
大

腿
骨
が
出
土
し
、
三
十
代
の
男
性
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

四
号
墳

第２編 先史・原始
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0

地形測量図 

1号墳 

2号墳 3号墳第1主体部 

30m

0 1m

第４章 古 墳 時 代

図２―１４７ 野添遺跡１
（福岡県教委報告書より）
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1号石蓋土壙墓 

3号墳第2主体部 

1号箱式石棺 2号箱式石棺 

0

1m

0

1m

図２―１４８ 野添遺跡２
（福岡県教委報告書より）
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0 5m
0 20cm

3号墳 

1
3

2

4

5 8

9

10

11

12

6

7

4号墳 2号箱式石棺 

1～  7 ： 1号墳 
8～10 ： 2号墳 
  11　 ： 3号墳 
  12　 ： 4号墳 

墳

丘

三
号
墳
の
北
側
に
位
置
し
、
一
・
二
号
墳
と
は
尾
根
線

が
異
な
る
。
周
溝
を
検
出
し
た
が
形
状
が
不
整
で
、
周
溝
内
側
か
ら
主
体

部
の
箱
式
石
棺
ま
で
の
距
離
は
〇
・
三
㍍
に
過
ぎ
な
い
な
ど
明
確
な
墳
丘

を
意
識
し
た
よ
う
に
は
見
え
な
い
。

主

体

部

箱
式
石
棺
は
石
材
が
抜
き
取
ら
れ
た
残
骸
で
、
長
さ
約

一
・
七
㍍
、
幅
〇
・
四
㍍
ほ
ど
と
推
測
さ
れ
る
。
周
溝
か
ら
土
器
が
、
主

体
部
内
か
ら
板
状
の
鉄
製
品
を
出
土
し
て
い
る
。

以
上
の
ほ
か
に
、
二
・
三
号
墳
の
間
で
一
号
箱
式
石
棺
、
三
号
墳
周
溝

内
で
二
号
箱
式
石
棺
、
三
号
墳
西
側
で
一
号
石
蓋
土
壙
墓
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
遺
物
は
な
い
。

以
上
の
古
墳
群
は
古
式
の
布
留
式
土
器
を
出
土
す
る
町
内
最
古
の
古
墳

で
、
当
時
の
小
地
域
の
支
配
者
層
の
墳
墓
で
あ
る
（
福
岡
県
教
委
「
野
添

遺
跡
」『
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
一
四
一
集
、
一
九
九
九
）。

箕
田
中
原
古
墳
群

長
川
か
ら
上
野
へ
の
町
道
を
挟
ん
で
、
大
字
境
付

近
の
丘
陵
上
に
直
径
一
四
㍍
前
後
の
円
墳
が
十
数

㍍
の
間
隔
で
八
基
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。
昭
和
四
十
三
・
四
十
四
年

（
一
九
六
八
・
九
）、
牧
草
地
の
開
墾
に
よ
っ
て
多
く
が
消
滅
し
た
が
、

故
定
村
責
二
ら
の
懸
命
な
調
査
に
よ
っ
て
一
部
で
は
あ
っ
た
が
貴
重
な
資

料
が
残
さ
れ
た
。

一
号
墳
の
主
体
部
は
長
さ
二
・
三
㍍
、
幅
〇
・
八
五
㍍
、
高
さ
一
・
一

㍍
で
、
西
側
に
開
口
す
る
。
二
号
墳
は
同
じ
く
長
さ
二
・
六
㍍
、
幅
一
・

一
五
㍍
、
高
さ
一
・
六
五
㍍
を
測
る
。

第４章 古 墳 時 代

図２―１４９ 野添遺跡３（福岡県教委報告書より）
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南側石積状況
　　省略

南側石積状況
　　省略

側
面
○A

平
面
○A

○A

○A

○A

○ A

2号墳

1号墳

8号墳

B

A

床面の敷石も攪乱

0 100cm

0 100cm

0 100cm

盗掘入口

盗
掘
入
口

奥
壁

奥
壁

流入土

流入土多量流入土多量

N

天　井　架　石

平面図

敷
居
石

A B
C

D E

攪乱位置 A.B.C.D.E.特に深し

攪乱位置 A.B特に深し

は閉塞石

○A

○A

○A

閉塞石南側壁地山

（羨道）

×弥生土器細片

×須恵器片

㈰鉄斧
㈪平根金属
㈫平根金属
㈬大刀

㈰
㈪ ㈫㈬

㈰
㈪ ㈫㈬

A.B攪乱特に深し

床面・遺物配列

A

B

N

N

六
・
七
号
墳
は
破
壊
さ
れ
た
石
室
の
敷
石
か
ら
長
さ
二
・
三
㍍
ほ
ど
、

幅
〇
・
八
五
〜
〇
・
九
㍍
の
規
模
で
、
東
西
方
向
に
位
置
し
て
い
た
。

八
号
墳
は
破
壊
前
に
詳
細
な
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
石

室
は
長
さ
二
・
三
二
㍍
、
幅
は
奥
壁
で
一
・
二
㍍
、
入
り
口
付
近
で
〇
・

七
二
㍍
の
羽
子
板
形
の
平
面
形
と
な
り
、
高
さ
は
〇
・
八
五
㍍
が
残
存
し

て
い
た
。
南
北
両
側
壁
（
長
辺
）
は
内
側
へ
傾
斜
す
る
割
石
小
口
積
み

で
、
奥
壁
は
高
さ
〇
・
八
五
㍍
の
比
較
的
大
型
の
石
材
二
枚
を
腰
石
と
す

る
。
四
壁
は
す
べ
て
赤
色
顔
料
（
ベ
ン
ガ
ラ
）
で
赤
く
塗
ら
れ
て
い
た
。

西
側
に
開
い
た
入
口
に
は
袖
石
・
框
石
を
置
き
、
そ
の
前
面
を
長
さ
一

㍍
、
幅
〇
・
六
四
㍍
、
厚
さ
〇
・
二
四
�
の
花
崗
岩
の
一
枚
石
で
塞
い
で

い
た
。
そ
れ
に
続
く
墓
道
は
短
く
、
強
い
傾
斜
を
も
つ
。

出
土
品
は
石
室
入
口
付
近
に
太
刀
一
点
、
剣
一
点
、
蕨
手
と
い
う
特
徴

的
な
も
の
を
含
む
刀
子
数
点
、
鉄
鏃
二
二
点
以
上
、
�
一
点
、
鉄
斧
一
点

な
ど
、
図
Ａ
・
Ｂ
付
近
で
碧
玉
製
管
玉
四
点
、
ガ
ラ
ス
玉
二
点
な
ど
が
あ

図２―１５０ 箕田中原古墳１
（定村責二報告書より）
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0 5cm

鉄斧

丸玉管玉

蕨手刀子

2

3

縮尺
須恵器杯

り
、
そ
し
て
閉
塞
石
の

前
面
で
須
恵
器
杯
を
出

土
し
た
。

こ
れ
ら
は
竪
穴
系
横

口
式
石
室
と
呼
ば
れ

る
、
比
較
的
初
期
の
横

穴
系
の
埋
葬
部
で
あ

り
、
町
内
で
は
ほ
ぼ
唯

一
の
調
査
例
で
あ
る
。

五
世
紀
後
半
で
も
終
わ

り
に
近
い
時
期
か
ら
六

世
紀
前
半
ご
ろ
に
造
ら

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

（
定
村
責
二
「
箕
田
中
原
古
墳
調
査
報
告
」『
美
夜
古
文
化
』
№
１９
、
一
九
六

九
）。亀

田
道
古
墳
群

平
成
二
年
度
（
一
九
九
〇
）
採
土
工
事
に
伴
っ
て
崩

壊
の
危
険
が
生
じ
た
た
め
に
横
穴
式
石
室
を
も
つ
四

基
の
古
墳
を
発
掘
調
査
し
た
。

一
号
墳
は
ほ
ぼ
玄
室
を
残
す
の
み
で
、
平
面
形
は
長
さ
一
・
七
㍍
余
、

幅
一
・
九
㍍
ほ
ど
の
ほ
ぼ
正
方
形
と
な
る
。
四
周
の
腰
石
は
袖
石
と
高
さ

を
揃
え
て
い
て
、
そ
の
高
さ
は
一
・
一
㍍
ほ
ど
と
な
り
、
更
に
一
〜
二
段

を
積
み
上
げ
て
最
大
で
一
・
五
㍍
の
高
さ
の
空
間
を
作
っ
て
い
る
。
な

お
、
墳
丘
の
規
模
は
直
径
六
〜
八
㍍
ほ
ど
の
円
墳
に
復
元
さ
れ
て
い
る
。

出
土
品
は
江
戸
〜
明
治
の
古
銭
の
み
で
あ
る
。

二
号
墳
は
一
号
墳
の
上
に
堆
積
し
た
土
の
更
に
上
に
造
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
一
号
墳
よ
り
新
し
い
。
こ
れ
は
復
室
構
造
の
石
室
で
、
や
は
り

前
半
部
を
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
玄
室
の
規
模
は
長
さ
・
幅
と
も
約
二
㍍

で
、
一
号
墳
と
ほ
ぼ
同
形
同
大
と
な
っ
て
い
る
。
前
室
の
規
模
は
不
明
で

あ
る
が
、
幅
は
玄
室
と
同
規
模
で
あ
る
。
こ
れ
も
直
径
一
〇
㍍
に
満
た
な

い
規
模
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
以
降
の
土
器
若
干
と
江
戸
・
明

治
の
古
銭
が
出
土
し
て
い
る
。

三
号
墳
は
二
号
墳
上
に
堆
積
し
た
土
の
上
に
造
ら
れ
て
い
て
、
二
号
墳

よ
り
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
最
も
大
き
く
破
壊
さ
れ
て
い
て
詳
細
は
不
明

で
あ
る
が
、
先
の
二
号
墳
と
異
な
る
長
方
形
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
出
土
遺

物
に
は
金
銅
製
耳
環
・
水
晶
製
勾
玉
・
ガ
ラ
ス
小
玉
各
一
点
、
土
器
類
が

数
点
出
土
し
た
。
土
器
の
中
で
宝
珠
形
つ
ま
み
と
内
面
に
か
え
り
を
も
つ

杯
蓋
（
最
大
径
九
・
八
�
）、
そ
れ
と
セ
ッ
ト
と
な
る
腕
形
の
杯
身
（
口
径

八
・
八
�
）
は
器
形
が
最
も
小
型
化
す
る
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

四
号
墳
は
長
径
二
〇
㍍
に
復
元
さ
れ
る
円
墳
で
、
複
室
の
横
穴
式
石
室

を
も
つ
が
こ
れ
も
石
室
の
破
壊
が
ひ
ど
い
。
玄
室
は
長
さ
約
二
・
五
㍍
、

幅
は
奥
壁
で
一
・
九
㍍
、
玄
門
付
近
で
一
・
五
㍍
と
い
わ
ゆ
る
羽
子
板
形

と
な
る
が
、
意
図
し
た
と
い
う
よ
り
石
材
の
形
状
に
左
右
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
前
室
は
玄
室
に
比
べ
て
か
な
り
小
型
で
あ
る
が
、
破
壊
の
た
め
に

規
模
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。

第４章 古 墳 時 代

図２―１５１ 箕田中原古墳２（定村責二報告書より）
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2号墳 

1号墳 

4号墳 

図２―１５２ 亀田道古墳群１
（町教委報告書より）
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0 10cm

0 10cm

2・3号墳出土土器 

4号墳出土土器・鉄製品 

第４章 古 墳 時 代

図２―１５３ 亀田道古墳群２
（町教委報告書より）
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53m

52m2m0

51m

53
m

52
m

51
m

M.N.

玄
室
か
ら
各
種
の
鉄
製
品
（
刀
子
・
鉄
鏃
・
鉄
斧
・
鋤
先
・
鎌
・
馬
具
）

が
、
前
室
か
ら
須
恵
器
提
瓶
二
点
が
出
土
し
た
。

六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
中
ご
ろ
に
か
け
て
造
ら
れ
た
群
集
墳
の
一
部

で
あ
る
（
町
教
委
「
亀
田
道
古
墳
群
」『
勝
山
町
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
三

集
、
一
九
九
一
）。

後
野
古
墳

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）、
勝
山
プ
レ
ス
建
設
に
先

立
っ
て
調
査
さ
れ
た
古
墳
で
あ
る
。
調
査
時
に
す
で
に

墳
丘
は
な
く
、
石
室
の
発
掘
・
実
測
が
行
わ
れ
た
。
玄
室
か
ら
馬
具
な
ど

が
出
土
し
て
い
る
。

主

体

部

全
長
六
㍍
余
の
複
室
の
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
後
室
は

幅
二
〜
二
・
六
㍍
と
奥
壁
の
幅
が
広
く
な
り
、
長
さ
は
二
・
五
㍍
で
奥
壁

幅
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
方
形
プ
ラ
ン
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

奥
壁
・
左
右
側
壁
と
も
に
大
小
二
枚
の
腰
石
の
上
に
、
比
較
的
大
型
の
石

材
を
垂
直
に
積
み
上
げ
る
。
前
室
は
幅
約
一
・
五
㍍
、
長
さ
一
㍍
強
の
規

模
と
な
り
、
後
室
に
比
べ
て
石
材
が
小
振
り
と
な
る
。
羨
道
部
は
石
材
が

更
に
小
型
化
し
、
天
井
石
が
置
か
れ
た
も
の
か
疑
問
で
あ
る
。

出
土
遺
物

の
み

一
は
鑿
で
あ
る
。
錆
び
て
接
合
部
が
小
さ
い
が
、
全
長

二
七
�
ほ
ど
に
復
元
で
き
る
。
刃
部
は
幅
一
・
八
�
、
推
定
の
厚
さ
〇
・

六
�
ほ
ど
の
片
刃
と
な
る
。
頭
部
は
袋
状
と
な
り
、
最
大
径
は
二
・
九
�

を
測
る
。

う

ず

二
は
鉄
製
雲
珠
で
、
頂
部
に
花
形
の
鉄
板
が
付
さ
れ
る
。
丈
の
高
い
伏

鉢
の
側
縁
は
直
立
し
、
そ
の
下
端
部
は
段
を
も
っ
て
厚
く
な
る
よ
う
で
あ

図２―１５４ 後野古墳主体部実測図（１／８０）
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1

2

3

4

65

0 5cm

る
。
八
脚
を
も
つ
が
、
そ
の
一
つ
を
欠
く
。
金
や
緑
青
は
全
く
見
え

な
い
。
三
・
四
は
雲
珠
と
セ
ッ
ト
と
な
る
辻
金
具
で
、
脚
の
数
や
大

き
さ
が
異
な
る
ほ
か
は
、
材
質
・
形
状
と
も
に
同
様
で
あ
る
。
五
は

一
端
が
折
り
曲
げ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
六
は
図
左
側
が
尖
っ
て
終

わ
る
。
鋲
に
緑
青
が
見
え
、
本
来
は
鉄
地
金
銅
張
で
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
同
一
の
革
金
具
か
も
し
れ
な
い
。

石
室
や
馬
具
か
ら
み
て
六
世
紀
後
半
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

上
久
保
古
墳
群

平
成
六
年
の
県
営
基
盤
整
備
事
業
に
伴
い
調
査

し
た
。
上
久
保
集
落
の
西
側
に
あ
た
る
丘
陵
南

側
縁
辺
標
高
三
四
㍍
付
近
に
立
地
す
る
。
地
形
的
に
は
尾
根
筋
か
ら

南
方
に
突
出
し
た
小
支
丘
上
に
円
墳
二
基
が
周
溝
が
接
す
る
よ
う
に

位
置
す
る
。

一
号
墳

墳

丘

玄
室
奥
壁
側
に
あ
た
る
北
西
側
が
大
き
く
削
ら
れ

て
お
り
、
墳
丘
高
は
周
溝
最
下
位
と
の
比
高
差
で
二
・
五
㍍
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
直
径
は
一
三
㍍
前
後
、
周
溝
は
幅
一
・
八
〜
二
・
三
㍍
が

確
認
で
き
た
。
墳
丘
裾
か
ら
周
囲
一
帯
に
中
世
の
土
坑
墓
が
二
〇
基

造
ら
れ
て
い
る
。

主

体

部

残
長
三
・
六
㍍
の
複
室
横
穴
式
石
室
で
南
東
方
向

に
開
口
し
て
お
り
、
	
石
を
残
し
す
べ
て
天
井
石
を
抜
き
取
ら
れ
て

い
る
。
羨
道
・
前
室
に
比
べ
玄
室
の
み
大
き
め
の
石
材
を
用
い
て
い

る
。
玄
室
は
一
辺
二
・
〇
㍍
ほ
ど
の
ほ
ぼ
正
方
形
プ
ラ
ン
で
敷
石
面

第４章 古 墳 時 代

図２―１５５ 後野古墳出土遺物実測図（１／２）
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ま
で
攪
乱
さ
れ
て
い
た
。
敷
石
の
下
に
主
軸
方
向
の
暗
渠
施
設
が
あ
る
。

前
室
は
長
さ
一
・
〇
㍍
・
幅
一
・
二
㍍
の
長
方
形
プ
ラ
ン
で
小
礫
を
敷
き

詰
め
て
い
る
。
玄
室
か
ら
は
中
世
の
遺
物
と
と
も
に
青
銅
製
耳
環
、
前
室

は
そ
う

か
ら
は
蓋
杯
・
高
杯
・
�
等
の
須
恵
器
と
鉄
鏃
が
出
土
し
た
。
墓
道
か

ら
も
蓋
杯
・
�
・
壷
・
平
瓶
・
提
瓶
等
の
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
る
。

二
号
墳

墳

丘

北
東
側
三
分
の
一
が
大
き
く
削
り
取
ら
れ
、
そ
こ
で

昭
和
三
十
年
代
ま
で
火
葬
を
行
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
直
径
は
一

二
㍍
程
度
に
復
元
で
き
る
。
北
側
で
確
認
で
き
た
周
溝
は
幅
一
・
八
〜

二
・
五
㍍
で
あ
っ
た
。

主

体

部

墳
丘
の
掘
削
が
主
体
部
の
大
部
分
に
及
ん
で
お
り
詳 図２―１５６ 上久保古墳群配置図（１／４００）

図２―１５７ 上久保古墳群１号墳主体部（１／８０）
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細
は
不
明
で
あ
る
が
、
単
室
の
横
穴
石
室
で
全
長
は
三
・
三
㍍
前
後
と
な

ろ
う
。
一
号
墳
よ
り
少
し
南
寄
り
に
向
か
っ
て
開
口
す
る
よ
う
で
あ
る
。

奥
壁
・
南
西
側
壁
と
も
に
一
・
九
㍍
を
確
認
で
き
、
敷
石
の
範
囲
か
ら
見

て
正
方
形
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
南
側
の
袖
石
と
框
石
が

残
っ
て
い
た
が
袖
石
が
玄
室
南
側
の
隅
に
配
さ
れ
、
羨
道
部
の
石
材
抜
取

り
痕
や
墓
道
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
玄
門
が
西
側
二
分
の
一
に
偏
っ
て
い

た
と
推
定
さ
れ
る
。
出
土
遺
物
は
�
・
平
瓶
等
の
須
恵
器
片
と
ガ
ラ
ス
小

玉
、
碧
玉
製
管
玉
、
鉄
製
刀
子
片
が
あ
る
。
一
号
墳
の
出
土
土
器
か
ら
見

て
六
世
紀
後
半
の
築
造
で
あ
ろ
う
（
勝
山
町
教
委
「
久
保
地
区
遺
跡
群
Ⅰ
」

第４章 古 墳 時 代

図２―１５８ 上久保古墳群２号墳主体部（１／８０）

図２―１５９ 上久保古墳群１号墳出土須恵器（１／４０）
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一
九
九
九
）。

ほ
り

お

大
久
保
掘
生
古
墳
群

平
成
七
年
度
に
県
営
基
盤
整
備
事
業
に
伴
う
調

査
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
古
墳
群
で
あ
る
。
上

久
保
古
墳
群
と
同
一
の
尾
根
筋
の
約
二
〇
〇
㍍
山
側
に
あ
た
る
。
丘
陵
上

部
の
標
高
四
〇
㍍
付
近
で
古
墳
一
四
基
を
検
出
し
た
。
主
体
部
は
一
号
墳

の
み
竪
穴
式
石
室
で
、
構
造
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
一
三
号
墳
を
除
き
全

て
石
棺
で
あ
る
。
天
井
あ
る
い
は
蓋
石
が
残
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
周
溝

も
部
分
的
に
し
か
確
認
で
き
な
い
た
め
墳
丘
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
も

の
が
不
明
で
あ
る
。

一
号
墳
は
主
軸
を
東
南
東
に
と
り
、
主
体
部
は
長
さ
一
・
五
㍍
、
最
大

幅
〇
・
四
㍍
で
あ
る
。
両
短
辺
は
板
石
を
立
て
て
用
い
幅
〇
・
二
㍍
と
狭

く
な
る
。
長
辺
側
は
三
〜
四
段
の
小
口
積
み
で
や
や
外
傾
し
て
い
る
。
二

号
墳
は
主
軸
を
ほ
ぼ
東
西
に
と
り
、
長
さ
一
・
七
㍍
、
幅
〇
・
五
㍍
で
床

面
に
小
礫
を
敷
き
詰
め
て
い
る
。
三
号
墳
は
北
側
の
一
部
を
除
き
幅
一
〜

と
っ

て

二
㍍
の
周
溝
を
検
出
し
た
。
周
溝
の
直
径
は
一
〇
㍍
前
後
と
な
り
、
把
手

付
き
の
高
杯
が
出
土
し
た
。
主
体
部
は
南
東
に
軸
を
も
ち
、
中
央
で
長
さ

二
・
〇
㍍
、
幅
〇
・
五
㍍
で
あ
る
。
北
東
側
の
短
辺
壁
際
に
枕
状
に
扁
平

な
石
二
枚
を
並
べ
て
い
る
。
南
東
側
長
辺
際
の
北
端
で
鉄
刀
が
出
土
し
て

い
る
。
四
号
墳
は
八
分
の
一
周
ほ
ど
残
っ
た
周
溝
か
ら
み
て
直
径
八
㍍
前

後
の
墳
丘
と
見
ら
れ
る
。
主
体
部
は
大
半
の
石
材
が
抜
き
取
ら
れ
て
い
た

が
長
さ
一
・
九
㍍
、
幅
〇
・
五
㍍
の
床
面
に
は
小
礫
を
含
ん
だ
砂
が
敷
き

詰
め
て
あ
っ
た
。
五
号
墳
は
北
側
に
残
っ
た
周
溝
か
ら
墳
丘
の
直
径
が
六

図２―１６０ 大久保掘生古墳群配置図

第２編 先史・原始
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40m

40m

40m

〜
七
㍍
前
後
と
な
ろ
う
。
北
北
東
に

軸
を
も
つ
主
体
部
は
長
さ
一
・
七

㍍
、
幅
〇
・
四
㍍
、
床
面
に
は
小
礫

が
敷
き
詰
め
ら
れ
南
西
の
短
辺
沿
い

が
高
く
な
る
。
両
側
壁
上
に
天
井
懸

架
の
た
め
の
高
さ
調
整
と
見
ら
れ
る

石
材
が
見
ら
れ
る
。
六
号
墳
は
南
西

半
に
周
溝
が
残
り
直
径
五
㍍
と
な

る
。
主
体
部
は
長
さ
一
・
八
㍍
、
幅

〇
・
四
㍍
で
床
面
は
南
西
短
辺
側
が

五
�
ほ
ど
高

く
な
る
。
七

号
墳
は
主
体

部
の
み
で
、

長
さ
一
・
七

㍍
、
幅
〇
・

四
㍍
で

あ

る
。
南
西
側

短
辺
の
石
材

に
比
べ
他
の

壁
の
立
石
は

低
く
、
二
・

三
段
の
小
口
積
み
を
行
い
、
高
さ
を

調
整
し
て
い
る
。
八
号
墳
は
主
体
部

床
面
ま
で
削
平
さ
れ
て
お
り
、
抜
取

り
痕
の
内
寸
は
長
さ
一
・
九
㍍
、
幅

一
・
一
㍍
で
あ
る
。
九
・
一
〇
号
墳

も
主
体
部
の
み
で
あ
る
。
九
号
墳
は

一
石
を
残
し
て
全
て
の
石
材
が
抜
き

取
ら
れ
て
い
る
。
床
面
は
長
さ
一
・

八
㍍
、
幅
〇
・
五
㍍
で
あ
る
。
一
〇

号
墳
も
北
東
半
分
の
石
材
が
失
わ
れ

て
い
る
。
礫
が
敷
か
れ
た
床
面
は
長
さ
二
㍍
、
幅
〇
・
四
㍍
で
あ
る
。
鉄

鏃
・
刀
子
が
出
土
し
て
い
る
。
一
一
号
墳
は
北
側
に
四
分
の
一
ほ
ど
周
溝

を
残
し
、
�
が
出
土
し
て
い
る
。
墳
丘
の
直
径
は
五
㍍
ほ
ど
で
あ
ろ
う
。

こ
の
主
体
部
も
一
石
を
残
し
石
材
が
抜
き
取
ら
れ
て
い
る
。
床
面
は
長
さ

一
・
六
㍍
、
幅
〇
・
五
㍍
で
あ
る
。
一
二
号
墳
も
主
体
部
の
み
で
ほ
ぼ
東

西
に
主
軸
を
も
つ
。
西
側
四
分
の
一
以
外
は
石
材
を
失
い
、
床
面
は
長
さ

一
・
七
㍍
、
幅
〇
・
三
㍍
で
あ
る
。
一
三
号
墳
は
周
溝
を
残
す
が
、
主
体

部
の
構
造
が
不
明
で
あ
る
。
墳
丘
の
直
径
は
四
〜
五
㍍
程
度
と
な
る
。
一

四
号
墳
も
主
体
部
の
み
の
検
出
で
石
材
も
一
石
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
抜

取
り
痕
の
内
寸
は
長
さ
〇
・
七
㍍
、
幅
〇
・
三
㍍
で
楕
円
形
に
近
い
プ
ラ

ン
で
あ
る
。
遺
物
が
少
量
な
の
で
各
古
墳
の
時
期
は
特
定
し
づ
ら
い
が
、

三
号
墳
・
一
一
号
墳
の
周
溝
か
ら
出
土
し
た
土
器
か
ら
見
て
五
世
紀
代
に

第４章 古 墳 時 代

図２―１６１ １号墳主体部

図２―１６４ ７号墳主体部

図２―１６２ ３号墳主体部

図２―１６３ ３・１１号周溝出土須恵器
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営
ま
れ
た
古
墳
群
で
あ
ろ
う
（
勝
山
町
教
委
「
久
保
地
区
遺
跡
群
Ⅱ
」
二
〇

〇
〇
）。

お

ち
ょ
う
ず
ば
る

御
手
水
原
古
墳
群

平
成
八
年
度
に
県
営
基
盤
整
備
事
業
に
伴
い
新
た

に
発
見
さ
れ
た
。
初
代
川
支
流
の
宇
田
川
北
岸
の

丘
陵
南
斜
面
に
立
地
す
る
。
標
高
六
七
〜
七
〇
㍍
付
近
で
一
二
基
の
古
墳

を
検
出
し
た
。
す
べ
て
単
室
の
横
穴
式
石
室
で
、
等
高
線
に
直
交
す
る
よ

う
に
谷
側
の
南
東
方
向
に
開
口
す
る
。
開
墾
に
よ
る
削
平
が
著
し
く
、
一

二
号
墳
玄
室
を
除
き
天
井
石
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
墳
丘
後
背
面
の

切
り
離
し
も
三
・
四
号
墳
以
外
で
は
検
出
で
き
ず
墳
丘
の
規
模
も
不
明
で

あ
る
。
以
下
に
各
主
体
部
の
概
略
を
見
て
い
く
が
、
石
室
の
数
値
は
中
心

部
分
で
の
数
値
で
あ
り
、
主
軸
方
向
の
長
さ
、
幅
の
順
で
あ
る
。

一
号
墳
は
玄
室
が
二
×
一
・
七
㍍
の
長
方
形
プ
ラ
ン
で
、
短
い
羨
道
が

ハ
の
字
に
開
く
。
石
室
全
長
は
三
・
七
㍍
で
あ
る
。
二
号
墳
は
全
周
に
周

溝
が
残
り
直
径
七
・
七
㍍
前
後
と
な
る
。
主
体
部
に
は
敷
石
し
か
残
ら
な

い
が
、
腰
石
の
抜
取
り
痕
か
ら
見
て
一
・
八
×
〇
・
九
㍍
ほ
ど
の
長
方
形

プ
ラ
ン
の
玄
室
で
あ
ろ
う
。
三
号
墳
の
玄
室
は
ほ
ぼ
二
・
〇
×
二
・
〇
㍍

の
正
方
形
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
石
室
の
全
長
は
三
・
三
㍍
で
羨
道
は
短
く
開

く
よ
う
で
あ
る
。
墳
丘
は
直
径
七
〜
八
㍍
ほ
ど
に
復
元
で
き
よ
う
。
四
号

墳
は
〇
・
七
㍍
×
〇
・
八
㍍
で
奥
壁

側
が
広
が
る
台
形
に
近
い
プ
ラ
ン
で

あ
る
。
腰
石
は
高
さ
三
〜
四
〇
�
の

石
材
を
用
い
て
い
る
。
五
号
墳
は
長

さ
一
・
七
㍍
、
幅
は
羨
道
側
一
・
四

㍍
に
対
し
奥
壁
で
は
一
・
八
㍍
と
台

形
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
羨
道
の
西
側
は

主
軸
に
平
行
に
近
く
、
東
側
は
開
き

気
味
で
あ
る
。
六
号
墳
は
一
・
七
×

一
・
七
㍍
と
正
方
形
プ
ラ
ン
の
玄
室

に
短
く
直
線
的
な
羨
道
が
つ
く
。
石

室
の
全
長
は
三
・
四
㍍
で
西
側
の
貼

石
は
墳
丘
裾
に
沿
っ
て
回
り
こ
ん
で

図２―１６５ 御手水原古墳群遺構配置図（１／４００）
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ゆ
く
。
七
号
墳
の
玄
室
は
一
・
三
×
一
・
七
㍍
と
横
長
と
な
る
。
南
西
側

壁
が
奥
壁
側
に
入
り
込
み
平
行
四
辺
形
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
石
室
の

全
長
は
二
・
五
㍍
で
、
短
い
羨
道
は
東
側
が
開
き
気
味
で
あ
る
。
八
号
墳

の
玄
室
は
二
×
二
㍍
の
正
方
形
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
羨
道
部
先
端
の
抜
取
り

痕
か
ら
見
て
石
室
全
長
は
四
・
六
㍍
前
後
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
玄
室

の
主
軸
に
対
し
て
羨
道
部
の
軸
が
南
側
に
偏
っ
て
い
る
。
九
号
墳
は
奥
壁

の
腰
石
と
東
側
壁
の
抜
取
り
痕
、
敷
石
の
一
部
を
残
す
の
み
で
様
相
が
明

ら
か
で
な
い
。
奥
壁
の
幅
は
一
・
六
㍍
で
あ
る
。
一
〇
号
墳
は
特
徴
的

で
、
〇
・
九
×
一
・
八
㍍
の
明
ら
か
に
横
長
プ
ラ
ン
の
玄
室
で
あ
る
。
石

室
全
長
は
三
・
一
㍍
あ
り
、
羨
道
部
が
長
い
。
一
一
号
墳
は
玄
室
敷
石
と

奥
壁
・
東
側
壁
の
抜
取
り
痕
の
み
で
あ
る
。
幅
一
・
二
㍍
前
後
と
な
る
よ

う
で
あ
る
。
一
二
号
墳
は
本
古
墳
群
中
た
だ
一
基
玄
室
天
井
石
を
残
し
て

い
る
。
玄
室
は
二
・
〇
×
一
・
七
㍍
の
長
方
形
プ
ラ
ン
で
高
さ
は
一
・
五

㍍
で
あ
る
。
石
室
全
長
は
五
・
五
㍍
で
、
緩
や
か
に
開
く
羨
道
先
端
で
墳

丘
裾
に
沿
っ
て
回
り
込
ん
で
ゆ
く
。
奥
壁
が
一
枚
石
な
の
は
こ
の
一
基
の

み
で
、
石
材
も
古
墳
群
中
最
大
で
あ
る
。

こ
の
古
墳
群
は
出
土
遺
物
か
ら
見
る
と
七
世
紀
の
半
ば
ご
ろ
ま
で
営
ま

れ
た
よ
う
で
あ
る
。

第４章 古 墳 時 代

図２―１６６ ６号墳主体部
（１／８０）

図２―１６８ 出土土器（１／４）

図２―１６７ １０号墳主体部
（１／８０）
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せ
い

ち

清
地
神
社
南
古
墳
群

個
人
の
開
墾
に
伴
っ
て
調
査
し
た
。
長
峡
川
と

池
田
川
の
合
流
点
の
ほ
ぼ
東
に
当
た
る
。
観
音

山
山
塊
南
端
部
か
ら
西
に
延
び
る
支
丘
陵
線
上
に
位
置
し
、
標
高
五
〇
㍍

付
近
に
二
基
接
す
る
よ
う
に
築
か
れ
、
尾
根
筋
に
沿
っ
て
作
ら
れ
た
林
道

に
よ
っ
て
墳
丘
の
南
側
裾
が
削
ら
れ
て
い
る
。
二
号
墳
は
更
に
開
墾
の
た

め
墳
丘
の
北
東
側
も
大
き
く
削
ら
れ
、
石
室
の
一
部
が
露
出
し
て
い
た
。

図２―１６９ １２号墳主体部（１／８０）
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M.N.

2号墳 

1号墳 

一
号
墳

墳

丘

立
地
が
丘
陵
の
先
端
近
く
の
狭
い
稜
線
上
の
た
め
に
墳

丘
裾
の
ラ
イ
ン
が
は
っ
き
り
と
分
か
ら
な
い
。
一
号
墳
の
西
側
に
テ
ラ
ス

が
あ
り
、
二
号
墳
と
の
間
に
残
る
周
溝
か
ら
見
る
と
、
形
状
は
乱
れ
て
い

る
が
直
径
八
㍍
前
後
の
円
墳
と
な
ろ
う
。

主

体

部

単
室
構
造
の
横
穴
式
石
室
で
天
井
部
を
失
っ
て
い
る
。

主
体
部
は
若
干
北
西
に
寄
っ
た
主
軸
の
単
室
で
、
玄
室
は
長
さ
一
・
八
、

幅
一
・
七
㍍
の
ほ
ぼ
正
方
形
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
腰
石
は
奥
壁
と
西
壁
で
は

二
石
、
東
壁
で
は
一
石
で
そ
の
上
に
二
〜
三
段
残
っ
て
い
る
。
羨
道
部
は

前
面
を
失
っ
て
い
る
た
め
詳
細
は
不
明
だ
が
玄
門
部
か
ら
直
線
的
に
開
く

よ
う
で
あ
る
。
玄
室
床
に
は
大
き
め
の
扁
平
な
敷
石
が
施
さ
れ
、
中
央
か

ら
二
振
り
、
奥
壁
際
か
ら
一
振
り
の
鉄
刀
が
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
主
軸

に
直
交
す
る
よ
う
に
柄
頭
を
西
に
向
け
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
鉄
鏃
や
刀

子
等
の
鉄
器
が
出
土
し
て
い
る
。

第４章 古 墳 時 代

図２―１７０ 清地神社南古墳群配置図（１／４００）

図２―１７１ １号墳主体部（１／８０）
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二
号
墳

墳

丘

一
号
墳
よ
り
更
に
激
し
く
削
ら
れ
て
い
る
が
、
一
号
墳

と
の
間
で
辛
う
じ
て
墳
丘
裾
と
見
ら
れ
る
部
分
が
検
出
で
き
る
。
や
は
り

直
径
八
㍍
前
後
の
円
墳
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

主

体

部

こ
れ
も
単
室
の
横
穴
式
石
室
で
、
玄
室
は
中
心
部
で
長

さ
二
・
一
、
幅
一
・
九
㍍
で
あ
る
。
玄
門
側
幅
一
・
六
㍍
に
対
し
奥
壁
側

で
は
二
・
一
㍍
あ
り
、
台
形
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
石
材
は
一
号
墳
に

比
べ
小
型
で
、
残
り
の
よ
い
西
側
壁
で
は
腰
石
上
に
四
段
が
確
認
で
き

る
。
床
面
に
は
小
礫
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
奥
壁
際
か
ら
鉄
刀
が
一
号
墳
同

様
に
柄
頭
を
西
に
向
け
て
一
振
り
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
鉄

鏃
・
耳
環
八
点
や
多
数
の
ガ
ラ
ス
小
玉
が
出
土
し
て
い
る
。

両
古
墳
と
も
残
念
な
が
ら
築
造
時
期
を
示
す
遺
物
は
出
土
し
て
い
な

い
。

図２―１７３ 出土遺物

図２―１７２ ２号墳主体部（１／８０）
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